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◆生前は典楽部において筝のお供えを一

生懸命に取り組んでいました。ご葬儀は、

家族で見送られ、五十日祭は、教会で信

者の皆さんに送って頂きたいとのご遺言

により、大勢の道の友垣から惜しまれな

がら、御霊様の立ち行きを祈らせて頂き

ました。

2009.11.7 信者さんの五十日祭が執り行われました

2009.11.28 信者さんの、七五三参拝

◆喪主のご主人
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■安政６年 10 月 21 日に神様から
難儀な氏子を取次助けてやってく
れと、神様から教祖様へお頼みに
なられました。農業の傍ら、神へ
お願していく生活から、専心神様
の仰せのままに人の助かりを願い、
神へ取り次ぐご用へとなられまし
た。神伝が下げられたこの日を立
教記念日として、教祖様にかけら
た神様の思いを改めて頂きたいと
思います。

▲立教神伝を読み上げる教主金光様

立教 150 年　立教記念祭　本部参拝立教 150 年　立教記念祭　本部参拝
2009.11.15

◆親先生、高橋先生も祭員

　の御用奉仕をされました

▲祭典終了後、ブラスバンドの演奏がありました
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2009.12.6 月例祭後2009

親先生ご夫妻　ご結婚 40 年親先生ご夫妻　ご結婚 40 年

　お祝いパーティー開催　お祝いパーティー開催
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信者さんによる尺八演奏信者さんによる落語の披露 信徒総代挨拶

子供たちが、百年の記念祭で踊った
ソーラン節を披露しました。

おめでとうございます。乾杯～！

親先生、正子先生ご夫妻には、ますます、お元気で、私たちをお導きください。

ご結婚四十年おめでとうございます。


